
林産試験場では，平成31年度に31課題（うち新規7

課題，4月1日時点）の試験研究に取り組みます。そ

の内訳は，道の交付金で実施する戦略研究2課題，重

点研究4課題，経常研究12課題に加え，国や法人等の

委託研究費や補助金を利用した公募型研究10課題，

民間企業等との共同研究1課題，受託研究2課題と

なっています。各研究課題の概要は以下のとおりです。

■戦略研究，重点研究および経常研究

○木材・木製品の生産と流通の高度化のための研究

開発

1) アカエゾマツ間伐材の有効利用へ向けた割れに

関 する調査（経常：H29～31）

アカエゾマツ間伐材の割れに関する知見を蓄

積するため，アカエゾマツの資源量が豊富な十

勝，根釧及び道央地域の割れ発生状況の把握と

割れ発生要因について考察を行います。

2) 木材需給の変動要因分析と需給変動への対応策

に関する研究（経常：H30～32）

木材需給のミスマッチによる林業・林産業の

経営環境への影響を改善するため，林業事業体

が伐採計画を策定する際に必要な木材需要情報

を明らかにするとともに，道内の木材需要の短

期的な予測手法を構築し，林業事業体の効率的

な伐採計画の立案や製材業等の原木の適正在庫

を確保するための対応策を提案します。また，

木材利用量の増加に必要な原木供給・利用体制

の整備水準を示します。

3) トドマツ乾燥製材の生産性を改善する選別技術

の提案（経常：H31～33）

従来のトドマツ原木の密度による選別に加え，

動的ヤング係数による含水率推定手法を確立し，

乾燥工程の効率化と乾燥材の仕上がり含水率の

均一化を実現します。また，間柱材について，

木取りによる乾燥後の形状変化の違いおよび適

正な歩増し寸法を明らかにします。

4) アカエゾマツ人工林材の単板切削特性と合板利

用適性の検討（経常：H31～33）

アカエゾマツ人工林材を付加価値の高い用途

へ利用するために，原木の保管条件，前処理条

件と単板の裏割れや表面性状の関係などを明ら

かにします。また，原木内での単板性能や節の

分布，合板の強度特性，寸法安定性などを評価

し，適切な合板利用方法を提案するための基礎

資料とします。

5) コンテナ苗植栽機械化のための植栽機構および

作業システムの検討（経常：H31～33）

コンテナ苗の植栽機械化を進めるため，装置

の幅が苗の植栽間隔（2m）以下の小型機械によ

るコンテナ苗植栽作業システムを提案し，クワ

や手持ちエンジンオーガと比較することで，作

業効率や軽労化の効果を明らかにします。

○木材・木製品や木質構造物の安全性，信頼性，機

能性向上のための研究開発

1) 道産資材を用いた木造高断熱外壁の防耐火構造

の開発（重点：H29～31）

道産資材を用いた木造高断熱外壁について，

道内の外壁仕様に対応し，大臣認定取得が可能

である防火構造外壁および準耐火構造外壁を提

案します。

2) カラマツ・トドマツ人工林における風倒害リス

ク管理技術の構築（重点：H30～32）

北海道の主要な造林樹種であるカラマツ・ト

ドマツ林において，道内で頻発し始めた樹木の

風倒害に対して，風の危険度を可視化した危険

度マップを作成するとともに，本数密度等と風

に対する樹木の倒れやすさ・折れやすさとの関

係を明らかにし，危険度に応じた本数密度等の

選択方法と風に強い森林に改良する施業方法を

体系化した対策指針を構築します。

3) 道産CLT※1パネルの特性を活かした接合部設計

技術に関する研究（経常：H29～31）

道産CLTパネルを用いたCLTパネル工法の接

合部設計情報を整備するとともに，道産CLTパ

ネルの強度特性を活かした接合部設計技術を構

築します。
※1 CLT：直交集成材。板材（ラミナ）を並べた後，

繊維方向が直交するように積層接着した木質系材料。

4) 塗装した薬剤処理防火木材の屋外における燃焼

抑制作用の劣化挙動の検討（経常：H30～32）

道産材を用いた薬剤処理木材の屋外耐候性向
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上技術開発に向けて，基盤データとして必要と

される，塗装した薬剤処理木材の屋外における

燃焼抑制作用維持の要因および燃焼抑制作用の

劣化挙動を把握します。

5) カラマツ構造用製材の強度性能に関わる要因の

分析（経常：H30～32）

カラマツ構造用製材の乾燥方法の確立に向け，

乾燥方法の改善要因を明らかにするとともに，

欠点の許容範囲の根拠となる強度データの整備

を行います。

6) 高浸透性木材保存剤で処理した単板を基材とす

る木質材料の効率的な製造技術の開発（経常：

H31～33）

単板の処理後の養生（乾燥）時間，冷圧，熱

圧時間等が薬剤の浸透に及ぼす影響を明らかに

し，さらに養生，冷圧，熱圧時間等を変えた

LVL（単板積層材）の試作を行い，接着性能，

防腐性能および薬剤の浸潤度・吸収量等を評価

することで適切な製造条件を明らかにします。

○きのこの価値向上のための研究開発

1) 素材・加工・流通技術の融合による新たな食の

市場創成（戦略：H27～31）

美味しくてヘルシーでお手軽な，新たなきの

こ食品商材の開発を目指し，市場ニーズと販売

ターゲット，技術的課題などを明確化して，新

商材のビジネスモデルを構築します。

2) 野生型エノキタケの新品種開発（経常：H31～

33）

未登録品種「えぞ雪の下」に代わる品種登録

可能な食感に優れた野生型エノキタケ「新・え

ぞ雪の下（仮称）」を開発します。

○森林バイオマスの総合利用の推進のための研究開

発

1) 地域特性に応じた再生可能エネルギー供給と省

エネルギー技術の社会実装（戦略：H31～35）

特性の異なる複数の地域との密な連携のもと

に，再生可能エネルギーの利用や省エネ化に関

する技術開発とその社会実装を目指し，木質バ

イオマス等の効率的な利用技術の検討や経済性

の評価を行います。

2) 道産広葉樹を原料とした粗飼料※2の開発（重

点：H29～31）

中小径広葉樹材の新たな活用を促進するため，

シラカンバ粗飼料の実証規模での開発を行い実

用化を図るとともに，事業拡大や原料調達の安

定化に向けて，河川支障木であるヤナギ類を原

料とした新規粗飼料の開発を行います。
※2 粗飼料：家畜に与える飼料の中で，生草，サイ

レージ（飼料作物をサイロなどで発酵させたもの），

乾草，わら類等を指す。反すう機能を維持するため

に不可欠。

3) 木質バイオマスエネルギーの高性能な供給・利

用システムの開発（重点：H30～32）

有限な木質バイオマス資源を有効に活用する

ため，燃料製造・設備計画・運用方法をトータ

ルで考えた木質バイオマスエネルギーの高性能

な供給・利用システムを開発します。

4) 道産木質バイオマスを原料としたCNF※3の製造

と性能評価（経常：H31～33）

道産CNFの製造と応用展開に向けて，種々の

道産木質バイオマスを原料としたCNFの製造と

得られたCNFの基本物性の把握を行います。
※3 CNF：セルロースナノファイバー。植物の細胞壁

を構成するセルロースを細かくした繊維。

5) 木質燃焼灰の酸性土壌向けpH※4矯正資材として

の性能評価（経常：H31～32）

木質燃焼灰の農地等での利用を図るため，酸

性土壌向けpH矯正資材としての性能を明らかに

し，利用者向けの情報整備を行います。
※4 pH：水素イオン指数。溶液の液性（酸性・アル

カリ性の程度）を表す値。

■公募型研究

公募型研究は，各省庁や所管独立行政法人等の委

託研究費や補助金等，各財団の研究助成事業等，競

争型研究資金の公募に応募して採択された場合に実

施される研究です。事業によっては他の研究機関や

企業とも連携しながら製品開発・技術開発を行いま

す。

1) 寒冷地に適応した菌根苗育成システムの開発

（H27～31）

【農林水産省 委託プロジェクト研究「森林資源

を最適利用するための技術開発」】

2) 農業用廃プラスチックの地域内資源循環システ

ムの社会実装に係る研究（H27～31）

【北海道 循環資源利用促進重点課題研究開発

事業】

3) 国産大径材丸太の強度から建築部材の強度を予

測する技術の開発（H28～32）

【国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研
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究機構 革新的技術開発・緊急展開事業（うち

先導プロジェクト）】

4) 複合部材を活用した中層・大規模ツーバイ

フォー建築の拡大による林業の成長産業化

（H28～32）

【国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研

究機構 「知」の集積と活用の場による革新的

技術創造促進事業（うち知の集積と活用の場に

よる研究開発モデル事業）】

5) 国産材CLTの製造コスト低減および需要拡大の

ための検討（H29～31）

【国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研

究機構 革新的技術開発・緊急展開事業（うち

経営体強化プロジェクト）】

6) 中高層木造ビルを実現する高性能な大型木質パ

ネルの効率的な製造技術と接合技術の開発

（H30～32）

【経済産業省 戦略的基盤技術高度化支援事業】

7) グイマツF1間伐木の材質評価（H30～33）

【農林水産省 戦略的プロジェクト研究推進事

業】

8) カラマツ材における油溶性薬剤の浸透メカニズ

ム解明（H30～31）

【独立行政法人 日本学術振興会 科学研究費助

成事業 研究活動スタート支援】

9) 菌糸イメージングによる，きのこ種菌劣化機構

の解析（H30～32）

【独立行政法人 日本学術振興会 科学研究費助

成事業 若手研究】

10) 森林の循環利用を学ぶためのカードゲーム開発

（H30～31）

【公益財団法人 中山隼雄科学技術文化財団 研

究助成】

■共同研究

共同研究は，技術の向上や製品開発等を希望する

企業等からの依頼により，林産試験場と企業等とが

知識・技術・ノウハウを持ち寄り，分担して共同で

研究を行う制度です。

1) タモギタケを利用した機能性成分の効率的生産

技術の開発（H30～31）

■受託研究

受託研究は，民間企業・団体等からの委託を受け

て，林産試験場が保有する技術蓄積をもとに，企業

に代わって製品開発や技術開発を行う制度です。

1) 単板積層材の用途拡大に必要な耐久性能に関す

るデータの整備（H29～32）

2) 梁せいの大きな国産I形梁の強度性能に関する研

究（H30～31）


